
部
屋
へ
移
動
す
る―

。

　
ま
た
、
落
下
物
や
不
審
な
物
を
発

見
し
た
場
合
は
決
し
て
近
寄
ら
ず
、

防
災
課
か
消
防
本
部
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　
市
は
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
災
害
情
報
の
配

信
を
開
始
し
ま
し
た
。地
震
や
大
雨
、

土
砂
災
害
、
台
風
、
警
報
な
ど
の
注

意
喚
起
情
報
の
ほ
か
、
災
害
発
生
時

に
は
市
内
の
避
難
情
報
や
避
難
所
の

開
設
状
況
を
配
信
し
ま
す
。

　
情
報
を
受
け
取
る
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
同

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

メ
ー
ル
配
信
の
登
録（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ID
の
み
使
用
可
能
）

が
必
要
で
す
。
情
報
を
受
け
取
る
手

段
の
一
つ
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　
今
年
も
す
で
に
、
ク
マ
が
熟
し
て

い
な
い
青
い
カ
キ
の
実
を
求
め
て
出

没
し
て
い
ま
す
。
カ
キ
が
青
い
か
ら

と
い
っ
て
安
心
せ
ず
①
幹
に
ト
タ
ン

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
今
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

に
期
限
切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請

期
間
／
10
月
２
日
（
月
）
〜
31
日

（
火
）。
申
請
／
申
請
書
と
使
用
済
み

定
期
券（
写
し
可
）、在
学
証
明
書（
学

生
証
の
写
し
可
）、
住
民
票
、
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
市
民
協
働
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発

射
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
今
後
日
本

上
空
を
通
過
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
飛
来
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連

動
し
、
防
災
行
政
無
線
や
携
帯
電
話

に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
配
信
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極

め
て
短
時
間
で
飛
来
し
ま
す
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、
直
ち
に
次
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。▽
屋
外

に
い
る
場
合
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建

物
に
避
難
す
る
▽
近
く
に
適
当
な
建

物
が
な
い
場
合
は
、
物
陰
に
身
を
隠

す
か
地
面
に
伏
せ
、
頭
部
を
守
る
▽

屋
内
に
い
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

窓
か
ら
離
れ
、
で
き
れ
ば
窓
の
な
い

く
に
本
店
前
駐
車
場
（
宮
代
町
）。

内
容
／
品
評
会
出
品
ク
リ
の
展
示
、

即
売
▽
ク
リ
、
ク
リ
ご
飯
な
ど
の
販

売
▽
ク
リ
ひ
ろ
い
競
争
▽
丹
州
材
を

使
っ
た
木
工
教
室
▽
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

目
立
て
教
室―

な
ど
。

問
農
林
課
☎（
42
）４
３
６
２

　
市
内
２
４
０
０
有
余
人
の
戦
没
者

の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
の
ご
労

苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
。場
所
／
中
丹
文
化
会
館（
里
町
）。

参
列
者
／
遺
族（
戦
没
者
の
配
偶
者
・

３
親
等
内
の
親
族
な
ど
）。
一
般
の

方
で
参
列
を
希
望
す
る
場
合
は
、
９

月
29
日（
金
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
民
生
児
童
課

　
☎（
42
）４
２
５
０

　
市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

を
巻
く
②
木
の
周
辺
を
電
気
柵
で
囲

む―

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
な
ど
は
伐

採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等
は
放
置

せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の

存
在
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

一
の
た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や

爆
竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
夕

方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
注
意
が
必

要
で
す
。
多
く
の
人
に
注
意
喚
起
す

る
た
め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は

農
林
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　
市
は
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
会
場

で
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
５
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）。
場
所
／

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）。

出
店
料
／
千
円
。
販
売
品
の
条
件
／

家
庭
の
不
用
品
に
限
る
。
申
込
み
／

10
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）必
着
で

商
工
労
政
課
へ
。
10
月
26
日（
木
）

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　
市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
母
子
な

ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視
察
や
研
修

へ
の
利
用
に
限
る
）。
利
用
回
数
／

１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。
予
約
順
／

利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎
月
１
日

（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
は
そ
の
翌
日
）

の
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
会

終
了
後
は
、
利
用
の
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。４
月
分
抽
選
／
10
月
２
日（
月
）。

５
月
分
抽
選
／
11
月
１
日（
水
）。
時

間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所
／
民
生
児

童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　
９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
９
０
人
（
男
１
５
８

５
６
、
女
１
７
１
３
４
）。
世
帯
数

は
１
３
８
１
９
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

催
。参
加
す
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜

正
午
ご
ろ
。
場
所
／
晴
天
＝
第
１
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
川
糸
町
）。
雨
天
＝

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場
（
並
松
町
）。

参
加
対
象
／
①
市
内
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
②
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
登
録
し
て
い
る
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。参
加
料
／
大
人
３
０
０
円
、

子
ど
も
２
０
０
円
。
内
容
／
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
「
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．」

の
プ
ロ
コ
ー
チ
か
ら
、
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
指
導
を
受
け
ま
す
。
申
し
込

み
／
10
月
11
日（
水
）ま
で
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　
市
観
光
協
会
で
は
、
綾
部
の
観
光

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
／「
輝
く
あ
や
べ
・
再
発
見
」。

資
格
／
制
限
な
し
。複
数
点
応
募
可
。

規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切（
ワ

イ
ド
四
ツ
切
可
）。単
写
真
で
未
発
表

の
も
の
。
応
募
／
題
名
、住
所
、氏
名
、

性
別
、年
齢
、電
話
番
号
、撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、応
募
総
数
と
フ
ィ
ル

ム
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
別
を
記
入
し

た
応
募
票
を
作
品
の
裏
に
貼
り
、
10

月
１
日
（
日
）
〜
平
成
30
年
１
月
31

日
（
水
）
に
あ
や
べ
観
光
案
内
所
へ
。

午
後
７
時
か
ら
市
役
所
で
行
う
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

問
商
工
労
政
課

　
☎（
42
）４
２
６
３

　
市
教
育
委
員
会
な
ど
は
「
第
33
回

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
26
日（
日
）午
前
９
時
〜
。

会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上
杉
町
）。

部
門
／
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の

部
（
い
ず
れ
も
男
子
、
女
子
）、
シ

ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
、
男
女
混
合

可
）、
オ
ー
プ
ン
の
部
（
男
女
混
合

可
）。
距
離
／
５
区
間
13
㌔
。
参
加

資
格
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

人
と
市
内
の
学
校
の
卒
業
生
。
申
込

み
／
10
月
13
日（
金
）ま
で
に
参
加
申

込
書
を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

そ
の
他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開

催
。
詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
42
）４
３
５
６

　
市
は
、
市
民
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
の

実
践
と
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
る

機
会
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　
市
は
10
月
１
日
か
ら
、
上
水

道
の
大
口
使
用
者
（
２
か
月
で

６
０
０
０
立
方
㍍
を
超
え
る
も

の
）
を
対
象
に
、
個
別
需
給
給

水
契
約
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　
水
道
施
設
の
給
水
能
力
の
範

囲
内
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
通
常
と
は
異
な
る
料

金
単
価
で
水
道
水
を
供
給
す
る

も
の
で
す
。
施
設
能
力
の
有
効

活
用
を
図
り
、
給
水
収
益
増
加

に
よ
る
水
道
事
業
の
経
営
基
盤

の
強
化
と
大
口
使
用
者
の
業
務

拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
さ
ら
に
水
道
使
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
上
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）１
８
１
５

　
綾
部
「
丹
波
く
り
」
ま
つ
り
実
行

委
員
会
は
、
第
23
回
綾
部
「
丹
波
く

り
」
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
７
日（
土
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
Ｊ
Ａ
京
都
に
の

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

通
学
定
期
券
購
入
代
金
補
助

「
丹
波
く
り
」ま
つ
り

ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
季
節
で
す

第
17
回
あ
や
べ
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

リ
サ
イ
ク
ル・リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
対
応

防
災
速
報
ア
プ
リ
で
緊
急
情
報

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

個
別
需
給
給
水
契
約
制
度

　
　
　
　（
上
水
道
事
業
）

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室

11月18日土
①13：00  ②17：00
　　　　  《1日２回公演》

前売り〈全席指定〉6,000円

美川憲一
コンサート2017

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！
冷え性、生理不順、生理痛、不妊症、更年期障害、

膝、腰、筋肉の痛み、疲れ、むくみなど
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10
月
か
ら
保
険
加
入
が
義
務
に

な
る
の
は
、
業
務
で
自
転
車
を
利

用
さ
せ
る
事
業
者
。
業
務
中
の
事

故
は
個
人
向
け
の
保
険
の
対
象

外
。
従
業
員
が
自
転
車
で
他
人
に

け
が
な
ど
を
負
わ
せ
た
場
合
の
補

償
が
あ
る
保
険
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
は
、
従
業
員
に
加
え
、
借

主
も
対
象
と
し
た
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
。

自
転
車
利
用
者
の
保
険
加
入
は

来
年
４
月
に
義
務
化
。
必
要
な
補

償
が
受
け
ら
れ
る
の
は
自
転
車
保

険
の
ほ
か
、
職
場
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で

加
入
す
る
保
険
、
各
種
共
済
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
点
検
整
備
し
た

自
転
車
に
貼
ら
れ
る
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
」も
保
険
が
付
い
て
い
る
ほ
か
、

　夏
草
や…

　裏
庭
の
菜
園
に
繁
茂
す
る
夏

草
を
見
る
に
見
か
ね
て
、
盆
休

み
に
野
良
姿
に
な
っ
て
み
た
。

「
草
む
し
り
」
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
草
引
き
と
も
草
刈

り
と
も
趣
が
異
な
る
。
生
い
茂

る
雑
草
を
根
っ
こ
か
ら
す
べ
て

引
き
抜
く
ほ
ど
の
根
気
も
な

く
、
か
と
言
っ
て
地
に
蔓
延
る

草
を
一
気
呵
成
に
刈
る
の
も
覚

束
な
い
。
這
い
つ
く
ば
っ
て
ズ

リ
ズ
リ
と
抜
い
た
り
引
き
ち
ぎ

っ
た
り
す
る
こ
と
一
時
間
。
汗

だ
く
で
足
腰
は
パ
ン
パ
ン
に
な

っ
た
が
何
と
か
見
か
け
は
綺
麗

に
な
っ
た
。

　「雑
草
と
い
う
名
の
草
は
な

い
」と
は
昭
和
天
皇
の
御
言
葉
。

一
つ
一
つ
名
の
あ
る
植
物
が
そ

れ
ぞ
れ
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
様
を
、
国
民
一
人
一
人

の
姿
に
重
ね
想
い
を
寄
せ
ら
れ

た
も
の
と
解
す
る
。
少
し
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
草
む
し
り
と
は

種
の
保
存
の
た
め
に
知
恵
を
絞

る
植
物
と
の
果
て
し
な
き
闘
い

と
も
い
え
よ
う
。

　が
、
そ
こ
に
加
勢
し
て
き
た

の
が
蚊
の
集
団
‼
虫
よ
け
の
備

え
を
施
し
て
は
い
た
も
の
の
、

汗
で
ス
プ
レ
ー
が
流
れ
て
し
ま

っ
た
所
や
衣
服
の
隙
間
を
縫
っ

て
、
繰
り
返
し
襲
い
か
か
っ
て

来
る
。
こ
れ
も
種
の
保
存
の
た

め
か
、
そ
の
執
念
に
は
抗
し
き

れ
ず
随
分
と
献
血
に
協
力
し
た
。

　共
通
し
て
垣
間
見
た
の
は
、

種
の
保
存
へ
の
拘
り
と
必
死
な

姿
。
翻
っ
て
少
子
化
社
会
を
迎

え
る
我
が
国
で
は
「
草
食
系
男

子
」
の
増
嵩
が
言
わ
れ
て
久
し

い
。
人
を
雑
草
や
蚊
に
準
え
て

論
ず
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
が
、

仮
に
少
子
化
現
象
の
起
因
に
種

の
保
存
へ
の
危
機
感
の
欠
如
と

い
っ
た
面
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ

れ
も
平
和
な
時
代
の
副
産
物
と

言
え
る
の
か…

。
蚊
取
り
線
香

の
煙
漂
う
畑
に
佇
み
、
ふ
と
そ

ん
な
事
を
考
え
た
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

91
は
び
こ

お
ぼ

つ
か

こ
だ
わ

ひ
る
が
え

な
ぞ
ら

は
ば
か

た
だ
よ

た
た
ず

自
動
車
・
火
災
・
傷
害
保
険
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
契
約
で
補
償

が
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
加
入
漏
れ
や
重
複
加
入
を
防

ぐ
た
め
、
ま
ず
は
加
入
状
況
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
＝
左
表
。

詳
し
く
は
、
き
ょ
う
と
自
転
車

保
険
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
７
０
（
０
０
１
）
３
８
２
へ
。

事
故
を
起
こ
す
と
気
が
動
転
し

て
、
的
確
な
対
応
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
以
下
を
参
考
に

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

①
け
が
人
の
救
護
／
け
が
人
の
手

当
が
最
優
先
。
状
況
に
よ
り
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。②
道
路
上

の
危
険
防
止
／
歩
道
や
路
肩
の
安

全
な
場
所
へ
自
転
車
を
移
動
し
、

二
次
災
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。③

警
察
へ
の
連
絡
／
警
察
へ
の
届
出

が
な
い
と
保
険
の
手
続
き
に
必
要

な
「
交
通
事
故
証
明
書
」
が
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。④
状
況
等
の
確
認

／
相
手
の
名
前
や
住
所
、
連
絡
先

な
ど
を
確
認
し
、
簡
単
な
事
故
状

況
を
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。⑤
保
険

会
社
へ
の
連
絡
／
事
故
状
況
を
保

険
会
社
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に

山
崎
市
長
が
登
壇
し
た
の
は
同

総
会
の
「
都
市
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
会
議
で
す
。
本
市
が
世

界
連
邦
都
市
宣
言
を
全
国
に
先
駆

け
て
行
っ
た
こ
と
や
各
国
に
よ
る

核
兵
器
の
管
理
の
限
界
と
い
う
観

点
か
ら
の
世
界
連
邦
の
意
義
、
中

東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
な
ど
を
発
表
。次
い
で
ド
イ
ツ
・

ハ
ノ
ー
バ
ー
市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

モ
ン
テ
ン
ル
パ
市
、
フ
ラ
ン
ス
・

マ
ラ
コ
フ
市
、
グ
リ
ニ
ー
市
と
平

和
や
軍
縮
活
動
の
展
望
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

４
年
に
１
度
行
わ
れ
る
同
総
会
。

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
に

向
け
た
決
意
を
示
す
「
ナ
ガ
サ
キ

ア
ピ
ー
ル
」
の
採
択
、
７
月
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
早
期
発
効
を
求
め
る
特

別
決
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
府
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
事
業
者
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

者
は
10
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
利
用
者
は
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

まずは加入状況の確認を

　自転車損害賠償保険と同等の基本
補償か特約がありますか

　自動車保険、火災保険、傷害保険のい
ずれかに加入していますか

　自転車事故での相手の損害を補償する、自
転車損害賠償保険（ＴＳマークを含む）に加
入していますか

　共済、職場で加入する保険、Ｐ
ＴＡ保険のいずれかに加入してい
ますか

　保険に加入済
です。補償額等
が十分か、補償
期限が有効か確
認してください

　手元に保険
証券を用意し
て、加入の保
険会社に確認
してください

　保険へ
の加入が
必要です

事
業
者
は
10
月
か
ら

自
転
車
利
用
者
は
４
月
か
ら

事
故
に
は
落
ち
着
い
て
対
応
を

はい
いいえ
わからない

　
１
６
２
か
国
・
地
域
７
４
１
７
都
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
（
会
長
・
松
井
一
實
広
島

市
長
）
の
総
会
が
８
月
７
〜
10
日
に
か
け
て
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
崎
善
也
市
長
も

出
席
し
、
８
月
８
日
に
は
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
世
界
発
信

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
世
界
発
信

アインシュタインや湯川秀樹の言葉も交え、世界連邦の意義などを説明した山崎市長アインシュタインや湯川秀樹の言葉も交え、世界連邦の意義などを説明した山崎市長

世
界
連
邦
や
中
東
和
平
な
ど

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善也・
綾部市長）は終戦の日の８月15日早朝、上野町の藤
山山頂で綾部市民平和祈願の集いを開催しました。
　小雨の中、市民ら１３０人が参加し、世界連邦都
市宣言文と綾部市市民憲章を唱和。平和の鐘が鳴り
響く中、戦没者の追悼と世界平和を祈り黙とうを捧
げ、市歌と世界連邦の歌を合唱しました。

　地球市民の集い実行委員会は、市が全国に先
駆けて世界連邦都市宣言を行った10月14日（平
和と環境の日）を記念し、世界平和や地球環境
をテーマに「地球市民の集い」を開催していま
す。今年は「あやべ平和音楽祭～祈りと願いを
こめて～」と題し、合唱や演奏などによる音楽
祭を行います。多数ご来場ください。
日　時／10月９日（月・祝）午後１時30分～
場　所／Ｉ・Ｔビル２階多目的ホール（西町一丁目）
参加費／無料
内　容／第１部＝世界連邦推進綾部市小・中学
　　　　生ポスター・作文コンクール表彰式
　　　　第２部＝あやべ平和音楽祭

世界平和を祈り黙とう

綾部市民平和祈願の集い

多くのご来場を 10月９日
（月・祝）地球市民の集い

平和をテーマに音楽祭

問 同実行委員会事務局（企画政策課）☎（42）４２１７

平
和
首
長
会
議
総
会
で
事
例
発
表

平
和
首
長
会
議
総
会
で
事
例
発
表



部
屋
へ
移
動
す
る―

。

　
ま
た
、
落
下
物
や
不
審
な
物
を
発

見
し
た
場
合
は
決
し
て
近
寄
ら
ず
、

防
災
課
か
消
防
本
部
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　
市
は
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
災
害
情
報
の
配

信
を
開
始
し
ま
し
た
。地
震
や
大
雨
、

土
砂
災
害
、
台
風
、
警
報
な
ど
の
注

意
喚
起
情
報
の
ほ
か
、
災
害
発
生
時

に
は
市
内
の
避
難
情
報
や
避
難
所
の

開
設
状
況
を
配
信
し
ま
す
。

　
情
報
を
受
け
取
る
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
同

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

メ
ー
ル
配
信
の
登
録（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ID
の
み
使
用
可
能
）

が
必
要
で
す
。
情
報
を
受
け
取
る
手

段
の
一
つ
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　
今
年
も
す
で
に
、
ク
マ
が
熟
し
て

い
な
い
青
い
カ
キ
の
実
を
求
め
て
出

没
し
て
い
ま
す
。
カ
キ
が
青
い
か
ら

と
い
っ
て
安
心
せ
ず
①
幹
に
ト
タ
ン

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
今
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

に
期
限
切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請

期
間
／
10
月
２
日
（
月
）
〜
31
日

（
火
）。
申
請
／
申
請
書
と
使
用
済
み

定
期
券（
写
し
可
）、在
学
証
明
書（
学

生
証
の
写
し
可
）、
住
民
票
、
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
市
民
協
働
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発

射
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
今
後
日
本

上
空
を
通
過
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
飛
来
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連

動
し
、
防
災
行
政
無
線
や
携
帯
電
話

に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
配
信
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極

め
て
短
時
間
で
飛
来
し
ま
す
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、
直
ち
に
次
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。▽
屋
外

に
い
る
場
合
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建

物
に
避
難
す
る
▽
近
く
に
適
当
な
建

物
が
な
い
場
合
は
、
物
陰
に
身
を
隠

す
か
地
面
に
伏
せ
、
頭
部
を
守
る
▽

屋
内
に
い
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

窓
か
ら
離
れ
、
で
き
れ
ば
窓
の
な
い

く
に
本
店
前
駐
車
場
（
宮
代
町
）。

内
容
／
品
評
会
出
品
ク
リ
の
展
示
、

即
売
▽
ク
リ
、
ク
リ
ご
飯
な
ど
の
販

売
▽
ク
リ
ひ
ろ
い
競
争
▽
丹
州
材
を

使
っ
た
木
工
教
室
▽
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

目
立
て
教
室―

な
ど
。

問
農
林
課
☎（
42
）４
３
６
２

　
市
内
２
４
０
０
有
余
人
の
戦
没
者

の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
の
ご
労

苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
。場
所
／
中
丹
文
化
会
館（
里
町
）。

参
列
者
／
遺
族（
戦
没
者
の
配
偶
者
・

３
親
等
内
の
親
族
な
ど
）。
一
般
の

方
で
参
列
を
希
望
す
る
場
合
は
、
９

月
29
日（
金
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
民
生
児
童
課

　
☎（
42
）４
２
５
０

　
市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

を
巻
く
②
木
の
周
辺
を
電
気
柵
で
囲

む―
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
な
ど
は
伐

採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等
は
放
置

せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の

存
在
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

一
の
た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や

爆
竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
夕

方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
注
意
が
必

要
で
す
。
多
く
の
人
に
注
意
喚
起
す

る
た
め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は

農
林
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　
市
は
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
会
場

で
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
５
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）。
場
所
／

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）。

出
店
料
／
千
円
。
販
売
品
の
条
件
／

家
庭
の
不
用
品
に
限
る
。
申
込
み
／

10
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）必
着
で

商
工
労
政
課
へ
。
10
月
26
日（
木
）

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　
市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
母
子
な

ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視
察
や
研
修

へ
の
利
用
に
限
る
）。
利
用
回
数
／

１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。
予
約
順
／

利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎
月
１
日

（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
は
そ
の
翌
日
）

の
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
会

終
了
後
は
、
利
用
の
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。４
月
分
抽
選
／
10
月
２
日（
月
）。

５
月
分
抽
選
／
11
月
１
日（
水
）。
時

間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所
／
民
生
児

童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　
９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
９
０
人
（
男
１
５
８

５
６
、
女
１
７
１
３
４
）。
世
帯
数

は
１
３
８
１
９
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

催
。参
加
す
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜

正
午
ご
ろ
。
場
所
／
晴
天
＝
第
１
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
川
糸
町
）。
雨
天
＝

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場
（
並
松
町
）。

参
加
対
象
／
①
市
内
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
②
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
登
録
し
て
い
る
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。参
加
料
／
大
人
３
０
０
円
、

子
ど
も
２
０
０
円
。
内
容
／
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
「
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．」

の
プ
ロ
コ
ー
チ
か
ら
、
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
指
導
を
受
け
ま
す
。
申
し
込

み
／
10
月
11
日（
水
）ま
で
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　
市
観
光
協
会
で
は
、
綾
部
の
観
光

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
／「
輝
く
あ
や
べ
・
再
発
見
」。

資
格
／
制
限
な
し
。複
数
点
応
募
可
。

規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切（
ワ

イ
ド
四
ツ
切
可
）。単
写
真
で
未
発
表

の
も
の
。
応
募
／
題
名
、住
所
、氏
名
、

性
別
、年
齢
、電
話
番
号
、撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、応
募
総
数
と
フ
ィ
ル

ム
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
別
を
記
入
し

た
応
募
票
を
作
品
の
裏
に
貼
り
、
10

月
１
日
（
日
）
〜
平
成
30
年
１
月
31

日
（
水
）
に
あ
や
べ
観
光
案
内
所
へ
。

午
後
７
時
か
ら
市
役
所
で
行
う
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

問
商
工
労
政
課

　
☎（
42
）４
２
６
３

　
市
教
育
委
員
会
な
ど
は
「
第
33
回

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
26
日（
日
）午
前
９
時
〜
。

会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上
杉
町
）。

部
門
／
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の

部
（
い
ず
れ
も
男
子
、
女
子
）、
シ

ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
、
男
女
混
合

可
）、
オ
ー
プ
ン
の
部
（
男
女
混
合

可
）。
距
離
／
５
区
間
13
㌔
。
参
加

資
格
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

人
と
市
内
の
学
校
の
卒
業
生
。
申
込

み
／
10
月
13
日（
金
）ま
で
に
参
加
申

込
書
を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

そ
の
他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開

催
。
詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
42
）４
３
５
６

　
市
は
、
市
民
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
の

実
践
と
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
る

機
会
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　
市
は
10
月
１
日
か
ら
、
上
水

道
の
大
口
使
用
者
（
２
か
月
で

６
０
０
０
立
方
㍍
を
超
え
る
も

の
）
を
対
象
に
、
個
別
需
給
給

水
契
約
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　
水
道
施
設
の
給
水
能
力
の
範

囲
内
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
通
常
と
は
異
な
る
料

金
単
価
で
水
道
水
を
供
給
す
る

も
の
で
す
。
施
設
能
力
の
有
効

活
用
を
図
り
、
給
水
収
益
増
加

に
よ
る
水
道
事
業
の
経
営
基
盤

の
強
化
と
大
口
使
用
者
の
業
務

拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
さ
ら
に
水
道
使
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
上
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）１
８
１
５

　
綾
部
「
丹
波
く
り
」
ま
つ
り
実
行

委
員
会
は
、
第
23
回
綾
部
「
丹
波
く

り
」
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
７
日（
土
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
Ｊ
Ａ
京
都
に
の

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

通
学
定
期
券
購
入
代
金
補
助

「
丹
波
く
り
」ま
つ
り

ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
季
節
で
す

第
17
回
あ
や
べ
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

リ
サ
イ
ク
ル・リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
対
応

防
災
速
報
ア
プ
リ
で
緊
急
情
報

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

個
別
需
給
給
水
契
約
制
度

　
　
　
　（
上
水
道
事
業
）

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室

11月18日土
①13：00  ②17：00
　　　　  《1日２回公演》

前売り〈全席指定〉6,000円

美川憲一
コンサート2017

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！
冷え性、生理不順、生理痛、不妊症、更年期障害、

膝、腰、筋肉の痛み、疲れ、むくみなど
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10
月
か
ら
保
険
加
入
が
義
務
に

な
る
の
は
、
業
務
で
自
転
車
を
利

用
さ
せ
る
事
業
者
。
業
務
中
の
事

故
は
個
人
向
け
の
保
険
の
対
象

外
。
従
業
員
が
自
転
車
で
他
人
に

け
が
な
ど
を
負
わ
せ
た
場
合
の
補

償
が
あ
る
保
険
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
は
、
従
業
員
に
加
え
、
借

主
も
対
象
と
し
た
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
。

自
転
車
利
用
者
の
保
険
加
入
は

来
年
４
月
に
義
務
化
。
必
要
な
補

償
が
受
け
ら
れ
る
の
は
自
転
車
保

険
の
ほ
か
、
職
場
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で

加
入
す
る
保
険
、
各
種
共
済
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
点
検
整
備
し
た

自
転
車
に
貼
ら
れ
る
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
」も
保
険
が
付
い
て
い
る
ほ
か
、

　夏
草
や…

　裏
庭
の
菜
園
に
繁
茂
す
る
夏

草
を
見
る
に
見
か
ね
て
、
盆
休

み
に
野
良
姿
に
な
っ
て
み
た
。

「
草
む
し
り
」
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
草
引
き
と
も
草
刈

り
と
も
趣
が
異
な
る
。
生
い
茂

る
雑
草
を
根
っ
こ
か
ら
す
べ
て

引
き
抜
く
ほ
ど
の
根
気
も
な

く
、
か
と
言
っ
て
地
に
蔓
延
る

草
を
一
気
呵
成
に
刈
る
の
も
覚

束
な
い
。
這
い
つ
く
ば
っ
て
ズ

リ
ズ
リ
と
抜
い
た
り
引
き
ち
ぎ

っ
た
り
す
る
こ
と
一
時
間
。
汗

だ
く
で
足
腰
は
パ
ン
パ
ン
に
な

っ
た
が
何
と
か
見
か
け
は
綺
麗

に
な
っ
た
。

　「雑
草
と
い
う
名
の
草
は
な

い
」と
は
昭
和
天
皇
の
御
言
葉
。

一
つ
一
つ
名
の
あ
る
植
物
が
そ

れ
ぞ
れ
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
様
を
、
国
民
一
人
一
人

の
姿
に
重
ね
想
い
を
寄
せ
ら
れ

た
も
の
と
解
す
る
。
少
し
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
草
む
し
り
と
は

種
の
保
存
の
た
め
に
知
恵
を
絞

る
植
物
と
の
果
て
し
な
き
闘
い

と
も
い
え
よ
う
。

　が
、
そ
こ
に
加
勢
し
て
き
た

の
が
蚊
の
集
団
‼
虫
よ
け
の
備

え
を
施
し
て
は
い
た
も
の
の
、

汗
で
ス
プ
レ
ー
が
流
れ
て
し
ま

っ
た
所
や
衣
服
の
隙
間
を
縫
っ

て
、
繰
り
返
し
襲
い
か
か
っ
て

来
る
。
こ
れ
も
種
の
保
存
の
た

め
か
、
そ
の
執
念
に
は
抗
し
き

れ
ず
随
分
と
献
血
に
協
力
し
た
。

　共
通
し
て
垣
間
見
た
の
は
、

種
の
保
存
へ
の
拘
り
と
必
死
な

姿
。
翻
っ
て
少
子
化
社
会
を
迎

え
る
我
が
国
で
は
「
草
食
系
男

子
」
の
増
嵩
が
言
わ
れ
て
久
し

い
。
人
を
雑
草
や
蚊
に
準
え
て

論
ず
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
が
、

仮
に
少
子
化
現
象
の
起
因
に
種

の
保
存
へ
の
危
機
感
の
欠
如
と

い
っ
た
面
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ

れ
も
平
和
な
時
代
の
副
産
物
と

言
え
る
の
か…

。
蚊
取
り
線
香

の
煙
漂
う
畑
に
佇
み
、
ふ
と
そ

ん
な
事
を
考
え
た
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

91
は
び
こ

お
ぼ

つ
か

こ
だ
わ

ひ
る
が
え

な
ぞ
ら

は
ば
か

た
だ
よ

た
た
ず

自
動
車
・
火
災
・
傷
害
保
険
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
契
約
で
補
償

が
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
加
入
漏
れ
や
重
複
加
入
を
防

ぐ
た
め
、
ま
ず
は
加
入
状
況
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
＝
左
表
。

詳
し
く
は
、
き
ょ
う
と
自
転
車

保
険
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
７
０
（
０
０
１
）
３
８
２
へ
。

事
故
を
起
こ
す
と
気
が
動
転
し

て
、
的
確
な
対
応
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
以
下
を
参
考
に

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

①
け
が
人
の
救
護
／
け
が
人
の
手

当
が
最
優
先
。
状
況
に
よ
り
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。②
道
路
上

の
危
険
防
止
／
歩
道
や
路
肩
の
安

全
な
場
所
へ
自
転
車
を
移
動
し
、

二
次
災
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。③

警
察
へ
の
連
絡
／
警
察
へ
の
届
出

が
な
い
と
保
険
の
手
続
き
に
必
要

な
「
交
通
事
故
証
明
書
」
が
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。④
状
況
等
の
確
認

／
相
手
の
名
前
や
住
所
、
連
絡
先

な
ど
を
確
認
し
、
簡
単
な
事
故
状

況
を
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。⑤
保
険

会
社
へ
の
連
絡
／
事
故
状
況
を
保

険
会
社
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に

山
崎
市
長
が
登
壇
し
た
の
は
同

総
会
の
「
都
市
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
会
議
で
す
。
本
市
が
世

界
連
邦
都
市
宣
言
を
全
国
に
先
駆

け
て
行
っ
た
こ
と
や
各
国
に
よ
る

核
兵
器
の
管
理
の
限
界
と
い
う
観

点
か
ら
の
世
界
連
邦
の
意
義
、
中

東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
な
ど
を
発
表
。次
い
で
ド
イ
ツ
・

ハ
ノ
ー
バ
ー
市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

モ
ン
テ
ン
ル
パ
市
、
フ
ラ
ン
ス
・

マ
ラ
コ
フ
市
、
グ
リ
ニ
ー
市
と
平

和
や
軍
縮
活
動
の
展
望
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

４
年
に
１
度
行
わ
れ
る
同
総
会
。

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
に

向
け
た
決
意
を
示
す
「
ナ
ガ
サ
キ

ア
ピ
ー
ル
」
の
採
択
、
７
月
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
早
期
発
効
を
求
め
る
特

別
決
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
府
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
事
業
者
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

者
は
10
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
利
用
者
は
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

まずは加入状況の確認を

　自転車損害賠償保険と同等の基本
補償か特約がありますか

　自動車保険、火災保険、傷害保険のい
ずれかに加入していますか

　自転車事故での相手の損害を補償する、自
転車損害賠償保険（ＴＳマークを含む）に加
入していますか

　共済、職場で加入する保険、Ｐ
ＴＡ保険のいずれかに加入してい
ますか

　保険に加入済
です。補償額等
が十分か、補償
期限が有効か確
認してください

　手元に保険
証券を用意し
て、加入の保
険会社に確認
してください

　保険へ
の加入が
必要です

事
業
者
は
10
月
か
ら

自
転
車
利
用
者
は
４
月
か
ら

事
故
に
は
落
ち
着
い
て
対
応
を

はい
いいえ
わからない

　
１
６
２
か
国
・
地
域
７
４
１
７
都
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
（
会
長
・
松
井
一
實
広
島

市
長
）
の
総
会
が
８
月
７
〜
10
日
に
か
け
て
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
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へ
の
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表
し
ま
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世
界
連
邦
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中
東
和
平
な
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あやべ特産館の来館者が８月24日に
50万人を突破。京都市の知人に贈る万
願寺とうがらしなどを買いに訪れたとい
う梅原典子さん（有岡町）が節目の来館
者となり、綾部商工会議所の塩田展康会
頭とともにくす玉を割って祝いました。
市が設置し、綾部商工会議所が運営する
同館は平成26年５月にオープン。特産
品や季節の野菜などを販売し、観光客に
も市民の皆さんにもご利用いただいてい
ます。

来館者50万人に
　　　― あやべ特産館

市立病院（鴻巣寛院長）は８月28日
～9月1日、府立医科大学の医学生と看
護学生計26人の実習を受け入れまし
た。これは、府北部地域の実情を学び、
地域医療に貢献する人材を育成するため
行われているものです。期間中は院内で
の実習・研修のほか、市内医院で訪問診
療研修等を実施。実際の症例をもとにデ
ィスカッションを行い、チーム医療の現
場等について学びました。

地域医療に貢献する
人材を育成

府立綾部高等学校の特進コースと総合探究コ
ースの生徒が８月17日、改修中の光明寺二王門
でフィールドワークを行いました。これは、同
校が本年度、府教委の文化歴史推進校に指定を
受け、地域を学ぶ「綾部学」の充実のため実施
したもの。生徒らは、府教委文化財保護課の職
員から「改修は、古い材料をできるだけ残すこ
とはもちろん、足場を丸太で組む技術も含め
“次代への継承”が大切」などと説明を受け、に
かわと顔料を溶いて塗料をつくる作業の見学＝
写真＝などをしました。

二王門でフィールドワーク

コミュニティナースの３人が８月９日、佐里
公会堂（上八田町）で「コミナスの部屋」を初
めて開催。参加した住民10人はコミュニティ
ナースの指導で軽体操や手遊びを行いました。
この取り組みは、近所の人と体を動かし会話等
を楽しむ、健康づくりの場として企画したも
の。９月からは西八田地区に加え、奥上林地区
の集会所等でも順次開催予定です。

気軽に来てね「コミナスの部屋」

・
・・

6

「
百
」
の
字
か
ら
「
一
」
を
取

る
と
「
白
」
の
字
に
な
る
こ
と
か

ら
、
99
歳
は
「
白
寿
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
年
度
内
に

白
寿
を
迎
え
る
人
に
記
念
品
な
ど

を
贈
呈
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

い
ま
す
。

本
年
の
対
象
は
、
大
正
７
年
４

月
２
日
か
ら
大
正
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。男
性
２
人
、

女
性
18
人
の
計
20
人
で
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
誕
生
日
順
・

掲
載
了
解
者
の
み
掲
載
）。

▽
大
槻
貞
枝
（
高
津
町
）▽
出

口
ふ
み
（
綾
中
町
）▽
四
方
八
代

子
（
小
畑
町
）▽
白
波
瀬
ひ
さ
ゑ

（
本
町
一
丁
目
）▽
山
脇
常
子
（
高

津
町
）▽
四
方
玉
枝
（
味
方
町
）▽

酒
井
キ
ヌ
（
高
津
町
）▽
伊
藤
ふ

み
ゑ
（
栗
町
）▽
塩
見
さ
わ
の
（
上

延
町
）▽
八
木
キ
ク
ヱ
（
忠
町
）▽

加
柴
保
（
金
河
内
町
）▽
山
下
ち

よ
（
田
町
）▽
吉
田
ま
さ
ゑ
（
上

杉
町
）▽
上
柿
茂
子
（
井
倉
町
）▽

塩
尻
し
げ
の
（
幸
通
り
）▽
片
山

は
る
ゑ
（
味
方
町
）▽
芦
田
き
く

江
（
綾
中
町
）▽
西
山
や
え
（
小

畑
町
）▽
村
上
清
（
安
場
町
）

今
年
は
男
性
２
人
、

　
　
　
　
女
性
18
人
に

　敬老の日を前に、山崎善也市長は９月７日、白寿を迎える２人のお宅を訪問。「元気の秘けつは
何ですか」などと声を掛けながら記念品を手渡し、長寿を祝いました。

白寿
99歳おめでとうございます
の祝い

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
の
歳
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
。
週
３
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
良
い
気

分
転
換
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。好
き
嫌
い
な
く
、

し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
健
康
の
秘
け
つ
。
特
に
、

毎
日
の
晩
酌
が
楽
し
み
だ
と
か
。

「
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
す
る
の
が
元

気
の
秘
け
つ
」
。
手
先
を
使
っ
た
細
か
い
作
業

も
さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
昨
年
ひ
孫
が
生
ま
れ
、

全
員
で
５
人
に
な
り
ま
し
た
」
と
目
を
細
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

山下ちよさん
（田町）

村上　清さん
（安場町）
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